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Ⅰ
　
執
筆
資
格
そ
の
他

一
　
投
稿
は
会
員
に
限
り
ま
す
。

二
　
原
則
と
し
て
和
文
に
よ
る
原
稿
は
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

Ⅱ
　
原
稿
の
種
類
と
枚
数

一
　
原
稿
の
種
類
は｢

論
文｣

｢
研
究
ノ
ー
ト｣

｢

書
評｣

｢

史
料

紹
介｣

｢

学
界
動
向｣

｢

調
査
報
告｣

｢
新
刊
紹
介｣
｢

資
料
と
通

信｣
｢

近
況
、
エ
ッ
セ
イ｣

の
九
種
で
す
。
投
稿
者
は
掲
載
を

希
望
す
る
種
別
を
明
記
の
う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し

種
別
の
最
終
的
な
判
断
は
、
編
集
委
員
が
行
い
ま
す
。

二
　｢

論
文｣

に
分
類
さ
れ
る
の
は
、
新
解
釈
の
論
証
、
新
発
見

の
報
告
、
新
資
料
の
研
究･

刊
行
な
ど
を
内
容
と
し
、
独
自
の

学
問
的
貢
献
の
認
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
新
解
釈
を
提
案
し
て

い
て
も
充
分
な
論
証
を
伴
わ
な
い
も
の
や
、
新
し
い
発
見
や
史

料･

資
料
等
の
予
備
的･

暫
時
的
な
報
告
は｢

研
究
ノ
ー
ト｣

扱
い
に
な
り
ま
す
。

三
　
原
稿
の
枚
数
は
四
〇
〇
字
詰
め
換
算
で
、｢

論
文｣

は
六
〇

枚
程
度
、｢

研
究
ノ
ー
ト｣

は
三
〇
枚
程
度
、｢

書
評｣

｢

学
界

動
向｣

は
一
五
枚
程
度
、｢

史
料
紹
介｣

｢

調
査
報
告｣

は
一
〇

枚
程
度
、｢

新
刊
紹
介｣

は
五
枚
程
度
、｢

資
料
と
通
信｣

は

一
〇
枚
程
度
、｢

近
況
、エ
ッ
セ
イ｣

は
二
枚
～
六
枚
と
し
ま
す
。

投
稿
の
際
に
は
、
原
稿
の
枚
数
を
四
〇
〇
字
詰
め
換
算
で
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

四
　
上
の
制
限
枚
数
に
は
注･

文
献
、
図
版
等
を
含
め
る
も
の
と

し
ま
す
。

五
　
図
版
類
に
は
、
表
題
、
通
し
番
号
を
付
し
、
出
典
の
あ
る
場

合
に
は
必
ず
そ
の
旨
を
明
記
し
て
下
さ
い
。特
殊
製
版
の
場
合
、

そ
の
費
用
は
、
執
筆
者
の
負
担
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

六
　
図
版
類
の
掲
載
に
必
要
な
、
資
料
や
版
権
を
所
有
す
る
個
人

や
機
関
の
許
可
は
、
執
筆
者
の
責
任
で
前
も
っ
て
必
ず
取
得
し

て
お
い
て
下
さ
い
。

七
　
原
稿
は
、
投
稿
時
に
は
打
ち
出
し
原
稿
（
一
部
）
を
お
送
り

い
た
だ
く
か
、W

O
R

D

（
ワ
ー
ド
）
か
「
一
太
郎
」
等
の
ワ
ー

プ
ロ
ソ
フ
ト
で
作
成
さ
れ
た
原
稿
デ
ー
タ
をsien.rikkyo@

gm
ail.com

ま
で
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、Ｃ
Ｄ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
な
ど
の
保
存
媒
体
を
郵
便
で
送
付

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
そ
の
場
合
、
保
存
媒
体

を
お
返
し
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。な
お
、フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ

ス
ク
及
び
手
書
き
原
稿
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

八
　
図
表
・
写
真
を
本
文
中
に
挿
入
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

本
文
と
は
別
に
、元
の
デ
ー
タ
も
あ
わ
せ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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写
真
（
紙
焼
き
）・
図
（
コ
ピ
ー
）
の
場
合
は
現
物
を
お
送
り

く
だ
さ
い
。

九
　
投
稿
し
て
い
た
だ
い
た
ご
原
稿
は
、
編
集
委
員
会
と
レ
フ
ェ

リ
ー
に
よ
る
審
査
の
う
え
、
採
否
な
ら
び
に
掲
載
の
時
期
を
決

定
し
て
、
執
筆
者
に
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
不
採
用
の
場
合
で

も
、
原
稿
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
審
査
の
結
果
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
掲
載
決
定
時
に
は

ご
原
稿
の
書
き
直
し
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

Ⅲ
　
必
要
添
付
書
類

　
原
稿
の
冒
頭
に
は
、
必
ず
以
下
の
事
項
を
明
記
し
た
別
紙
を
添
付

し
て
下
さ
い
。
な
お
、こ
の
部
分
は
原
稿
の
枚
数
に
は
含
め
ま
せ
ん
。

一
　
執
筆
者
の
氏
名
（
ロ
ー
マ
字
表
記
を
添
え
る
）。

二
　
論
文･

ノ
ー
ト
等
の
題
名
（
必
ず
英
文
題
名
を
添
え
る
）。

三
　
所
属
機
関
名
と
身
分
／
役
職
。
所
属
機
関
の
な
い
方
は｢

本

学
会
会
員｣

と
お
書
き
下
さ
い
。

四
　
英
文
サ
マ
リ
ー
（
三
五
〇
語
以
内
、｢

論
文｣

以
外
は
不
要
。

ネ
イ
テ
ィ
ヴ･

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
か
否
か
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
）。

五
　
連
絡
先
（
連
絡
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
住
所
・
電
話
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
番
号
・e-m

ail

ア
ド
レ
ス
）。執
筆
者
が
複
数
の
場
合
に
は
、

校
正
な
ど
の
責
任
者
（
一
名
）
の
氏
名
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を

付
し
て
く
だ
さ
い
。留
学
等
で
住
所
変
更
が
見
込
ま
れ
る
方
は
、

新
し
い
連
絡
先
も
お
書
き
下
さ
い
。

Ⅳ
　
原
稿
の
体
裁

一
　
原
稿
は
、
縦
書
き
と
し
ま
す
。

二
　
歴
史
的
名
辞
や
術
語
、
お
よ
び
引
用
文
な
ど
を
除
い
て
、
常

用
漢
字
と
新
仮
名
遣
い
を
用
い
て
執
筆
し
て
下
さ
い
。

三
　
外
国
語
の
固
有
名
詞
や
術
語
な
ど
は
原
則
と
し
て
片
仮
名
で

表
記
し
、
初
出
時
に
の
み
ロ
ー
マ
字
表
記
を
添
え
て
下
さ
い
。

地
図
中
の
地
名
も
原
則
と
し
て
片
仮
名
で
表
記
し
て
下
さ
い
。

四
　
数
字
の
書
き
方
は
、左
記
の
例
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。（
引

用
除
く
）

〔
例
〕
年
代
：
一
九
四
五
年
、
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年

　
　
用
　
　
　
不
用
　
　
用
　
　
　
　
　
　
　
　
不
用

　
　
一
〇
　
　
十
　
　
　
九
二
七
五
　
　
　
　
　
九
千
二
百
七
十
五

　
　
三
四
　
　
三
十
四
　
八
万
二
〇
〇
〇
　
　
　
八
万
二
千

　
　
六
〇
〇
　
六
百
　
　
一
二
億
四
三
〇
〇
万
　
十
二
億
四
千
三
百

五
　
章
節
の
見
出
し
番
号
は
、
編
集
委
員
で
統
一
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

Ⅴ
　
文
献
の
引
用

一
　
引
用
文
献
の
表
記
法
は
、
原
稿
内
の
統
一
に
充
分
注
意
の
う
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え
、
投
稿
規
定
の
後
に
掲
げ
る
書
式
に
従
っ
て
下
さ
い
。
規
定

の
書
式
に
従
っ
て
い
な
い
原
稿
に
つ
い
て
は
、
返
送
の
う
え
、

手
直
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
　
外
国
語
文
献
の
書
名
と
雑
誌
名
を
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
表
示
で

き
な
い
場
合
に
は
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
付
し
て
下
さ
い
。

三
　
雑
誌
名
、
史
料
名
な
ど
を
略
号
で
挙
げ
る
場
合
は
、
略
号
表

を
付
す
か
、
略
号
使
用
に
あ
た
っ
て
準
拠
し
た
文
献
名
を
明
記

し
て
下
さ
い
。

四
　
上
掲
書
、
上
掲
論
文
、op. cit., art. cit. 

な
ど
の
略
称
／

略
号
は
、
読
者
の
混
乱
を
き
た
さ
な
い
場
合
に
の
み
使
用
し
て

下
さ
い
。

Ⅵ
　
校
正

一
　
執
筆
者
の
校
正
は
、
原
則
と
し
て
二
校
限
り
と
し
ま
す
。
校

正
に
あ
た
っ
て
は
、
事
務
局
よ
り
お
送
り
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
従
っ
て
下
さ
い
。

二
　
校
正
時
に
お
け
る
加
筆･

削
除･

訂
正
は
、
ほ
ぼ
同
一
字
数

内
で
の
差
し
替
え
を
原
則
と
し
、
数
行
に
わ
た
る
組
み
替
え
を

必
要
と
す
る
も
の
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

三
　
数
行
に
わ
た
る
組
み
替
え
を
必
要
と
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
掲
載
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

四
　
校
正
返
却
の
期
限
を
厳
守
し
て
下
さ
い
。

Ⅶ
　
抜
き
刷
り

一
　｢

論
文｣

の
執
筆
者
に
は
、
掲
載
誌
一
部
と
抜
き
刷
り
五
〇

部
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。｢

研
究
ノ
ー
ト｣

｢

書
評｣

そ
の
他
の
執

筆
者
に
は
、
掲
載
誌
一
部
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

二
　
抜
き
刷
り
の
追
加
を
ご
希
望
の
際
は
、
追
加
部
数
（
有
料
）

を
あ
ら
か
じ
め
編
集
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

Ⅷ
　
締
め
切
り
日

　
原
則
と
し
て
毎
巻
第
一
号
は
七
月
下
旬
、
第
二
号
は
一
一
月
に
原

稿
の
募
集
を
締
め
切
り
ま
す
。た
だ
し
、原
稿
が
揃
い
次
第
締
め
切
っ

て
編
集
作
業
に
入
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
ご
提
出
下
さ

い
。

Ⅸ
　
著
作
権

　
掲
載
論
文
な
ど
の
著
作
権
は
、
立
教
大
学
史
学
会
に
属
し
ま
す
。

Ⅹ
　
そ
の
他

　
そ
の
他
不
明
の
点
は
、
ご
遠
慮
な
く
学
会
事
務
局
ま
た
は
編
集
委

員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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｢
注･
文
献｣

の
付
け
方

　
注
や
文
献
の
書
式
は
、
以
下
の
Ａ
、
Ｂ
い
ず
れ
か
の
形
式
に
よ
る

も
の
と
し
ま
す
。

Ａ
形
式

　
注
は
、
文
献
注
か
説
明
注
か
を
問
わ
ず
、
全
て
一
括
し
て
論
文
も

し
く
は
研
究
ノ
ー
ト
の
末
尾
に
付
し
ま
す
。

注
で
典
拠
を
示
す
際
の
方
式
は
、
次
の
通
り
で
す
。

①
著
書
の
場
合
（
例
の
（
１
）（
４
））

著
者
名
〔
訳
者
名
〕『
書
名
』（
出
版
社
名
、
発
行
年
）、
引
用
頁
。

②
所
収
論
文
の
場
合
（
例
の
（
２
））

著
者
名
〔
訳
者
名
〕、｢

論
文
名｣ 

、編
者
も
し
く
は
共
著
者
名
『
書

名
』（
出
版
社
名
、
発
行
年
）
所
収
、
引
用
頁
。

③
雑
誌
論
文
の
場
合
（
例
の
（
３
））

著
者
名
、〔
訳
者
名
〕、｢

論
文
名｣

、『
雑
誌
名
』
巻
数
や
号
数
、

発
行
年
、
引
用
頁
。

④
史
料
の
場
合

　
原
則
と
し
て
史
料
情
報
は
、
他
の
研
究
者
が
注
の
情
報
か
ら
核
当

史
料
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
が
、
非
公
開
の

史
料
も
あ
り
ま
す
の
で
、
所
蔵
者
の
方
針
に
従
っ
て
下
さ
い
。
仮
題

を
付
す
場
合
は
（
　
）
内
に
記
し
て
下
さ
い
。
使
用
史
料
が
史
料
群

の
一
部
の
場
合
は
、
所
収
さ
れ
て
い
る
史
料
名
を
付
し
て
下
さ
い
。

所
蔵
者
が
個
人
の
場
合
は
、
敬
称
と
し
て｢

氏｣

を
使
用
し
て
下
さ

い
。

（a）
原
史
料
の
場
合
（
例
の
（
９
）（
10
））

　
　｢

史
料
名｣ 

、
所
蔵
者
、
史
料
巻
号
。

（b）
複
製
史
料（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
写
真
帳
な
ど
）の
場
合（
例
の（
11
））

｢

史
料
名｣

、所
蔵
者
、複
製
形
態
、｢

複
製
史
料
名｣ 

、（
原
蔵
者
）、

所
収
史
料
巻
号
。

（c）
刊
行
史
料
（
史
料
集
成
、自
治
体
史
な
ど
に
所
収
）（
例
の
（
12
））

｢

史
料
名
（
所
蔵
者
ま
た
は
所
収
史
料
群
名
）｣ 

、『
所
収
書
肆

名
』、（
編
集
者
、
出
版
者
名
、
所
収
書
肆
発
行
年
）、
掲
載
頁
。

（
な
お
、
西
洋
史
、
東
洋
史
、
地
理
、
文
化
人
類
学
の
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
分
野
の
書
式
に
従
っ
て
、
史
料
の
典
拠
を
示
し

て
下
さ
い
。）

〈
Ａ
形
式
の
注
の
例
〉

（
１
）
青
山
康
一
『
イ
ギ
リ
ス
議
会
史
―
そ
の
伝
統
と
革
新
』（
山
本

出
版
、
一
九
九
三
年
）
三
四
頁
を
参
照
。

（
２
）
鈴
木
国
和｢

ト
ル
コ
の
軍
政｣

森
雅
一
編
『
中
央
ア
ジ
ア
』（
山

本
出
版
、一
九
八
九
年
）所
収
、五
六
頁
。
な
お
、青
山
前
掲
書（
注

１
）
一
六
頁
に
も
…
…
に
つ
い
て
、
言
及
が
あ
る
。

※｢
前
掲
書｣

と
か｢

前
掲
論
文｣

と
記
入
す
る
場
合
は
、
右
の
よ

う
に
、
そ
れ
が
前
に
出
て
き
た
注
の
番
号
を
（
注
１
）
と
い
う
よ
う

に
入
れ
て
下
さ
い
。
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（
３
）
上
野
泰｢

近
世
史
料
の
扱
い
方｣

『
史
観
』
八
二
巻
二
号
、

一
九
九
一
年
、
二
―
二
五
頁
。

（
４
）
ゲ
ル
ダ･

マ
イ
ナ
ー
〔
奥
山
暁
子
訳
〕『
男
性
支
配
の
起
源
』

（
三
和
書
房
、
一
九
九
五
年
）
一
五
二
頁
。

（
５
）G

erda M
einer, The C

reation of Patriarchy, O
xford, 

O
xford univ. press, 1990, pp.1-10.

※
出
版
地
を
入
れ
た
い
場
合
は
、
書
名
ま
た
は
雑
誌
名
と
、
出
版
社

名
の
間
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

（
６
）H

irom
i U

ehara, “Peasant society in Phillipines”, in 
A. B. Car and D

. E. Farm
（eds.
）, R

ural D
evelopm

ent 
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※pp. 

の
表
記
は
ド
イ
ツ
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
等
の
専
門

分
野
別
に
固
有
の
表
記
を
使
用
し
て
も
結
構
で
す
。

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
ネ
ー
ム
（
姓
）
と
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
（
名
）
の
表

記
の
順
序
は
、
そ
れ
ぞ
れ
民
族
、
国
民
、
地
域
な
ど
に
固
有
の
順
序

を
尊
重
し
ま
す
。

※
論
文
名
な
ど
を
示
す
括
弧
は  “

―  ”

の
ほ
か
に
、《
　
》
な
ど
、

専
門
分
野
に
固
有
の
括
弧
表
記
を
使
用
し
て
も
結
構
で
す
。

（
７
）Ghosh A

nand, “Folk R
ituals in B

engal”  J. of S: E
, 

Asian Studies, LXll-2, 1979, pp.1-10.

（
８
）Ibid,  and LE

R
N

E
R

, op.cit.

（note
5

）, p.125.

※
欧
文
でop.cit.

を
使
用
し
た
場
合
、
そ
れ
が
前
に
出
て
く
る
注

の
番
号
を
右
の
よ
う
に
（note

5

）
と
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

（
９
）｢

神
国
泰
平
鏡｣

、
横
浜
歴
史
史
資
料
館
所
蔵
、
Ｂ
六
三-

一
〇-

二
。

（
10
）｢

安
政
日
記｣

、
個
人
蔵
。
非
公
開
。

（
11
）｢

西
山
寺
聞
書｣

東
都
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム｢

西
山
寺
文
書｣

（
原
蔵
西
山
寺
）
所
収
。

※
複
製
史
料
所
蔵
者
と
史
料
原
蔵
者
が
異
な
る
場
合
は
、
原
蔵
者
も

示
し
て
下
さ
い
。

（
12
）
寛
永
一
五
（
一
六
三
八
）
年｢

か
づ
さ
じ
ゅ
わ
ん
廻
状
（
岡

山
藩
間
書
）｣

『
原
史
料
で
綴
る
島
原
の
乱
』（
鶴
澤
倉
吉
編
、
山

本
出
版
、
一
二
九
九
四
年
）
一
一
頁
。

Ｂ
形
式

　
文
献
注
は
全
て
本
文
中
に
〔
　
〕
で
挿
入
し
、
説
明
注
は
本
文
末

尾
に
一
括
し
て
い
れ
、最
後
に
引
用
文
献
リ
ス
ト
を
付
け
加
え
ま
す
。

◎
本
文
中
に
［
　
］
で
文
献
注
や
典
拠
を
挿
入
す
る
場
合
、
順
序
は

次
の
通
り
で
す
。

（
著
者
姓
、
発
行
年
、
引
用
頁
）

※
同
一
著
者
名
で
発
行
年
が
同
じ
文
献
が
複
数
あ
る
場
合
に
は
、ａ
・

ｂ
で
区
別
し
て
下
さ
い
。
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〔
文
中
に
挿
入
さ
れ
る
文
献
注
の
例
〕

　
…
と
さ
れ
て
い
る[

上
原
　
一
九
九
一
ａ
、
一
―
一
〇
頁]

。

　
…
と
さ
れ
て
い
る[ M

einer 1990, pp.1-10]

。

※pp. 

の
表
記
は
ド
イ
ツ
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
等
の
専
門

分
野
に
固
有
の
表
記
を
使
用
し
て
も
結
構
で
す
。

※
な
お
本
文
中
に
史
料
名
を
典
拠
と
し
て
（
　
）
で
示
す
場
合
に
は
、

（
　
）
内
に
史
料
名
、
所
蔵
者
、
引
用
頁
を
記
し
、
本
文
、
説
明
中

の
後
の
最
後
尾
に
お
か
れ
る
引
用
文
献
リ
ス
ト
に
史
料
デ
ー
タ
を
Ａ

形
式
の｢

史
料
の
場
合｣

を
参
考
に
し
て
、
加
え
て
下
さ
い
。

◎
説
明
注
は
、
当
該
箇
所
の
右
脇
に
小
さ
く
通
し
番
号
（
１
）
…
な

ど
と
つ
け
て
、
す
べ
て
本
文
末
尾
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

〔
本
文
末
尾
に
入
れ
る
説
明
注
の
例
〕

（
１
）
…

（
２
）
…

（
３
）
…

◎
引
用
文
献
リ
ス
ト
は
、
本
文
と
説
明
注
の
あ
と
、
最
後
尾
に
付
け

加
え
て
く
だ
さ
い
。
文
献
リ
ス
ト
の
配
列
は
、
著
者
の
姓
を
先
に
し

て
、
邦
語
文
献
、
中
国
語
、
朝
鮮
語
、
韓
国
語
文
献
の
場
合
は
五
〇

音
順
、
そ
の
他
の
外
国
語
文
献
の
場
合
に
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
、

ア
ラ
ビ
ア
語
や
ア
ジ
ア･

ア
フ
リ
カ
等
の
民
族
的
言
語
の
文
献
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
順
に
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
文
献
の

表
記
の
順
は
次
の
通
り
で
す
。

・
著
書
の
場
合

　
著
者
姓
、
著
者
名
前
〔
訳
者
名
〕、
発
行
年
（
同
一
著
者
の
同
一

年
発
行
の
著
書
を
複
数
挙
げ
て
い
る
場
合
に
はa

、b

で
区
別
す
る
）、

『
著
書
名
』、
出
版
社
名
。

・
所
収
論
文
の
場
合

　
著
者
姓
、
著
者
名
前
〔
訳
者
名
〕、
発
行
年
（
同
一
著
者
の
同
一

年
発
行
の
論
文
を
複
数
挙
げ
て
い
る
場
合
に
はa

、b

で
区
別
す
る
）、

｢

論
文
名｣ 

、
編
者
も
し
く
は
共
著
書
名
『
書
名
』
所
収
、
所
収
論

文
の
頁
、
出
版
社
名
。

・
雑
誌
論
文
の
場
合

　
著
者
姓
、
著
者
の
名
前
〔
訳
者
名
〕、
発
行
年
（
同
一
著
者
の
同

一
年
発
行
の
論
文
を
複
数
挙
げ
て
い
る
場
合
に
はa

、b

で
区
別
す

る
）、｢

論
文
名｣ 

、『
雑
誌
名
』、
所
収
論
文
の
頁
、
出
版
社
名
。

[
引
用
文
献
リ
ス
ト
の
例]

青
山
康
一

一
九
九
三
ａ
　『
イ
ギ
リ
ス
議
会
史
』
山
本
出
版
。
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『
史
苑
』
投
稿
規
定

一
九
九
三
ｂ
　｢

両
大
戦
間
の
対
仏
政
策｣

『
英
国
史
研
究
』
五
巻

一
号
、
三
―
一
八
頁
。

上
原
　
信

一
九
九
一
　｢
近
世
中
国
の
植
樹
政
策｣

『
歴
史
学
』
八
二
巻
二
号
、

三
三
―
四
五
頁
。

小
山
高
士

一
九
八
九
　｢

リ
ヨ
ン
の
反
乱｣

井
上
幸
三
編
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
』

所
収
、
一
―
九
頁
。
一
玄
社
。

マ
イ
ナ
ー
、
ゲ
ル
ダ
〔
奥
山
暁
子
訳
〕

一
九
九
五
　『
男
性
支
配
の
起
源
』
三
和
書
房
。
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